












































4. 参加者 24名

参加者の詳細については、男lj添の資料のとおり。

5.研修内容

研修内容については、別添資料・所感のとおり。

6. 研修用図書

①イラストで学ぶ火災防ぎよ

②中小隊長の活動要領 専門知識と技術の伝承

③安全管理 受傷事故の科学的分析と再発防止

④訓練指導マニュアル 訓練指導者が求める実用知識

⑤PowerPoint2010 基礎

⑥リーダーの昼 リーダーに生まれた君・の 33の魔法
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復 命 書

I. 会議名 平成2•1年度第521切初級幹部科特別研修『広域災主と受援体制』

f
y
’
 、。

2. 日時 平！ギ5年3月7日（木曜日）

平成年 月 11 （曜日）

1 ~11:11 

I ~3: 00～17:00 

3. 会議場所 宮崎県消防学校 2ド視聴覚宅

上記会議に出flit：し、たしましたので別紙のとおり復命いたします～

延岡市消防長 一足文男 十茶

平成25年3月711
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消防第lii県救助第l係
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4. 会議内容

開会（講師： 仙台市消防局 消防司令補 植田貴志氏

挨拶
まずはじめに、東日本大震災発災に伴う緊急消防援助隊としての支援活動

のお礼に始まった。

研修の進行
添付レジュメの通り進行したが、当消防本部にも関係が深い若しくは重要

かと思われる点のみ項目別（こ色付けして記載。

し 津波による被害状況は消防へリ（局保有2機【県防は被災］）からの消防
無線にて伝えられた。

2. 救助人員899名のうちへリによる救助人数は424名；こも上った。

｜ 救助 ｜ 上記1及び2からもわかるように津波被災後の活動はへリなくしては
へリ ままならないとのことだった。

調査

｜ 警防 ｜ 

消防
警防
指令

3. 殉職者（！隊員0、団員3、区役所員2）については、車両への消防無線の有無
がその差を生んだとみているようだ、った。区の車両については積載なし、
団車両については受令機のみの積載。震災以降、消防団用に携帯型受令
機、特定小電力無線機の購入のため、財政課と協議し獲得したとのこと。

4. 検索活動の方法としては、（1）表面上の見える範囲での検索→（2）倒壊
家屋内の検索→（3）重機を用いて排除、して検索へと段階を踏んで活動を
行ったとのこと。

5. 各区では避難所の運営訓練を行ってはいたが、あくまで区内住民対象の
訓練で、あった。しかし実際訪れたのは大量の帰宅困難者であり、地区民
への運営活動はできず、帰宅困難者に全て奪われる形となる問題が生じ
たとのこと。

6. 火災の発生については 揺れよりも津波に起因して起こったものの方が

多く、浸水に伴う事fi1ITの電気系統短絡からり出広が一番多かったとのこ
と。また、津波被災住宅に設置された太陽光発電パネルが発電を続ける
ことで壁面のグンくい処亙ら出火といった特異な事案も発生したとのこ
と 。一

7. 中には鎮火まで10日もかかった事案があるが、これは消火作業に時間が
かかったわけではなく現場到着ができなかったからとのこと。
全ての活動はまず道路啓制なくしてはできず、県警及び自衛隊について
は命令系統の違いのため消防のために重機を、といった流れにはならず、
重機を保有しない局は『解体工事業組合』との消防応援協定が大いに役
立ったとのこと。

8. 防火水槽への被害も多かったとのこと（市内1737基中59基） 0 中には耐震
性貯水槽型のも破損しており、かえって旧式のコンクリート製のほうが
被害が少なかったとのこと。
水道管に関しては、耐震性のものは被害0だ、ったとのこと。

9. 救急については携帯電話不通のため、 4つの3次病院クラスにアポなしで
収容依頼をしたとのこと。

10. 建物火災についてはポンプ車1隊。指定建物（病院等）火災については、
ポンプ車、工作車、梯子車が各1隊で運用し消防団の協力のもと活動を
行ったとのこと。理由としては過去の大災害時に消防車20台ほどで出場
し、後の災害対応が後手後手にまわったことを教訓に出場体系を上記の
ように大規模災害用に作成していたとのこと。
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受援

｜指令活動隊｜

5. 所感

11. 

12. 

13. 

13. 

14. 

15. 

16. 

17. 

18. 

19. 

20. 

津波情報伝達システム（防災行政無線のようなもの）50基中38基が津波に
より破壊。システムそのものの音声がわからない。消防へリからの音声
と混さってわからないといった市民からの声が寄せられたとのこと。

高さ6mの仙台東部道路（高速道路）を津波が越水することはなかった
(ff音渠部からの浸水は除く）。このため緊援隊の前進指揮所をココに設置
したとのこと。

消防団員の職業により活動が有効に働いた。団員所有の重機で道路啓開
を行ったり、検索棒を制作してもらったりなど、職業を生かしての活動
に大いに助けられたとのこと。

毎日開かれる会議については煩わしく、テレビ会議ができないこともな
かったが、直接会って話すことで意見・情報の収集・統一を図る上で有
効だったとみているとのこと。

何回も帰れない職員の士気の維持を図るため、安定期に入ったら夜間交
代で帰宅させ家族の安否の確認をさせたとのこと。

検索が終了したことを表示する方法については明確な見解ができていな
い。局が行った用紙の貼付けは、剥がれ落ちているものが多数で、スプ
レーによるマーキングは住民苦情が多く、国緊隊の方法の理解度の差も
あり難しかったとのこと。

活動組織としては、自衛隊、警察等様々であるが、その大小に関わらず
消防の傘下に入ってもらい、地域に密接な消防主導で活動したとのこと。
また、東京消防庁の次に緊援隊活動を今まで、行ってきたが、受援される
側になると応援活動より困難だ、ったとのこと（受援体制と自局の活動が
あるため）。

給油に関しては、協定を結んでいたので優先的に給油をしてもらえたが
量が不足していた。
また、給油待ちの市民から優先的に給油できる消防への暴力等も発生し
たとのこと。

職員の食糧についても不足しており 1日に食ノミン1枚、因子1本しか与え
られない状況の中、それを巡ってのトラブルも発生した。今後は食料を
確保できるための協定等も考えているとのこと。

マスコミを有効に活用した。マスコミに立ち入りの規制をかけ、指定し
た日時・場所に集合させ、消防の車で連れて行き活動状況を広報させ
たとのこと。

通信手段で一番役立つたのは衛星携帯電話だ、ったとのこと。

会議内容は受援計画については、ほとんど語られることはなかったが通常の消
防力が機能しない大規模災害において、今ある消防力で何をすべきか、これから
何を求めていくべきかを考えさせてくれる内容だ、った。
仙台市と延岡市では市の規模がかなり異なるが、受災後の経験談を語っていた

だし、たことで当市でも起こりうる問題点が見えたかのように思われる。

以 上
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,.. 
1. 研修（視察）名 消防救急デジタル無線整備実証試験地視察について

2.年月日 春日大野城那珂川消防本部

平成 24年 12月 12日（水曜日）

上記視察に出向いたしましたので復命いたしますD

延岡市消防長 コ 星文 男様,.. 
平成 24年 12月 14日

所属 警防課警防佳、

正男命職名 課長補佐 氏 名 永谷

所属 警防課警防係

石本コ由記⑧職名 主 年一一氏名

所属 通信指全課

萱 野 健 高王竺手議会！ 職名 主 年一一氏名

所属 通信指全課

職名 主 丘 氏名 時 崇 噂
会議等の内容及び関係資料を添付すること。



通信指令
消防長 次長 ｜ ｜総務課長｜警防課長

課長

e舎 @ ⑧ 
消防第 1 消防第 2

消防署長
課長 課長

富島 ⑧可 ⑧ 

許可~
復 命 書

1. 研修名 県情報処理システム研修会

2. 年月日 平成 25年 5月 30日（木）

3. 研修場所 宮崎県庁 災害 対 策 室

4. 研 修内容 県情報処理システム研修

上記会議に出席いたしましたので別紙のとおり復命いたします。

延岡市消 防長 伊奈弘行 様

平成 25年 5月 30日

通信指令課第 1係

消防士加藤翼 ⑮ 

※研修等の内容及び関係資料を添付します。

「巳＝＝ロ
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消防第 l 消防第 2 消防第 1 7i1i I坊第 2 救助第 l 救助第 2

消防署長
課長 課 長 J!果次長 1~t 次長 係長 係長

⑨ 金） ＠ ｛？：為 ⑧ ⑧ ③ 

復

1. 研修名

2. 年月日

、与－－－

命

平成 25年度 第 23期警防・特殊災害科

平成 25年 6月 5日（水）から

平成 25年 6月 21日（金）まで

3. 研修 場 所 宮崎 県 消 防学校

4. 研修出席者 別添「消防学校入校者名簿J参照

書

5. 研修内容 別 添 「 第 23期警防・特殊災害科日程 j 参照

上記研修 に 出 席 い た し ま し た ので別紙のとおり復命いたします。

延岡市消 防長 伊奈弘 行様

平成 25年 7月 20日

消 防 第 l課救助第 1係

消 防 士 高木俊成

消 防 第 2課救助第 2係

消 防 士 鈴木浩太

※研修等の内容及び関係資料を添付 しま す
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屋外タンク貯蔵所の泡消火設備の一体的な

点検に係る講習会

命復

議（研修等）名1.会

平成25年6月25日（火曜日）

9:0 0～1 7 : 2 0 1日間

日月2.年

福岡県北九州市小倉北区東港 1-2-5番地

「北九州市市民防災センターJ

上記会議（研修等）に出席いたしましたので別紙のとおり復命いたします。

所議（研修等）場ム‘ヱ又3. 

様弘行伊奈延岡市消防長

平成25年7月1日

匡浩~~！岡村名氏

消防本部予防課

会議等の内容及び関係資料を添付すること。

保安係主任

属

名

所

職

※ 



4.受講者

22名

5.講義内容

屋外タンク貯蔵所の泡消火設備の一体的な点検に係る講習

9: 0 0～ 1 5 : 0 0 テキスト等による講習（経緯・構造・事例・実施方法

等）

1 5 : 1 0～ 1 6 : 1 0 測定器具を使用した講習

1 6 : 2 0～ 1 7 : 2 0 修了考査

6.所感

この講習会は、第3種の固定式泡消火設備を設ける屋外タンク貯蔵所にかかる定

期点検について、泡水溶液または水を用いて泡消火設備の泡の適正な放出を確認す

る一体的な点検を行う必要がある為、それに伴う知識及び技能を有する者を養成す

る為のものです。

講義では、泡消火設備の構造や種類、泡消火薬剤の特性などの説明があり、普段

は外観のみの確認ばかりなのでとても参考となりました。

泡消火設備のミニチュアと測定器具を使用した実習では、実際に泡消火薬剤を作

成して発泡させ、それを採取して泡の発泡率を計算する等の、実際の点検時に実施

されている方法を体験でき、貴重な経験となりました。

延岡市内においても泡消火設備を設置した屋外タンクが多数あり、屋外タンク火

災は、一度発生するとなかなか鋲火に至らないという特徴があります。記憶に新し

いところでは、平成 15年に発生した北海道十勝沖地震において、ナフサ（第4類

第 1石油類）を貯蔵する特定屋外タンク貯蔵所（許可容量32, 779KL）が、

約44時間燃え続けました。今回の講習で、泡消火設備による初期消火の有効性及

び重要性を再確認したところです。

今後、一般事業所による泡消火設備の一体的な点検が実施される際は、是非立会

いに出向してみたいと思います。

最後に、本講習会は危険物業務を遂行する上で大変有意義なものであり、今後と

も後任者の参加を継続していただきたいと思います。

以上



司恥

消防長 次 長

を参 。
消防第 1

消防署長
記長 長

⑧ Gち

復

1 .研修名

2. 年月日

3. 研修場所

総 務課 長

⑧ 
m防 第 2 ti'i防第 1 消防第 2 ：｝女 i山第 1

よ~！ 長 課次長 課 次 長 係 長

vLW 、＿＿f, 占） ② 

命

第 24期救助科

平成 2 5年 7月 2 日（火）から

平成 25年 7月 30日（火）まで

宮崎県消防学校

救助第2

｛系 長

③ 

書

2 0 日間

4. 研修出席者 別途「消防学校入校者名簿Jのとおり

5. 研修内容 別途「救助科日程表のとおり J

上記研修に出席いたしましたので別紙のとおり復命いたします。

延岡市消防長 伊奈弘行 様

平成 25年 9月 1日

消防第 1~m 救助第 1 係 バ争＼

消防士 江 坂 拓 也 l軍医l

消防第 2it~ 救助第 2 係 一

消防土 木原辰治郎 倍c'

※ 研修等の内容及び関係資料を添 付 し ま す

rs 
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消防長 次長

冬季 （？ 
消防署長

消防第 1

課長

⑧ ⑧ 

1 . 研 修 名

2. 主ド月 日

3. 研修場所

総務課長 総務係長 経理係長

⑧ 待：、 ⑧ ¥' 

ー

mr山第 2 ti'il均第 ＇1___ j m防第 2 救助第 1 放助第 2

的！長 ;w次長 課次長 係長 係長

ー

＠ 、J ＼将司ノ ③ ~ 

復 命 主
巨ヨ

平成 25年度特別研修

潜水技術研修（潜水技術基礎課程 5Hコース）

平成 25年 7Jj 2 9日から平成 25 ｛ド 8月 21=1まで（ 5 l~I I/ID 

独立行政法人海洋研究開発機構（JAMSTEC) 償須賀本部

神奈川｜りI1，償須釘市夏島町 2番 15 

上記研修に参加しましたので別紙のとおり復命いたします。

延岡市消防長 伊 奈 弘 行 保

4. 研修出席者

5. 研修内容

平成 25年 8月 6I] 

所 ltli1

j以 1,
消防第 1課救助第 1｛系 d、
消防士長新本｛也大五ぶj⑩

別添参加者名簿のとおり

別紙研修スケジュールのとおり

6. 添付資料 参加者名簿、研修スケジュール、修了 ~IE ~If （写）、修了証（写） ／ 

I ，：＇＞.／ー一、：
／‘， -

i←•＂一一ゎ 日

返コft・~：；



通信指令課長

会） 16 
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前妨第（県次長
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刷局J畿
各’；' • ＇~ 

書
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長

補

佐
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一
川
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長

えす..H・んどiぜか1Jι手

⑬3診
宮崎救急医学会及び幹事会第 40回1 .研修名

（土曜日）2 5日8月平成 24年年月日2. 

1 2 : 0 0～1 9 : 0 0 

幹事会e：宮崎大学医学部第一会議室 2階

（宮崎市清武町木原 52 0 0) 

医学会：同大学内 臨床講義室 10 5教室

場3. 会

上記医学会及び幹事会に出席いたしましたので別紙のとおり復命いたします。

様男文星延岡市消防長

（月）2 4日9月平成 24年

動崎一一－

盛内笠消防士長救急、筆 2係消防第 2課

A
W
A知

岳木黒消防士長救急、筆 1係消防第 1課

誠野赤消防副士長2係救急2~果消防

友麻永官
田消防士救急筆 1係消防第 1課

径

／’·~. 

＼之~-2---

回内消防士長

※会議等の内容及び関係資料を添付すること。

主主防係筆堕翠



・t; 

1. 学会名

・第 40回 宮崎救急医学会及び幹事会

2. 開催日時

・平成 24年 2月 11日 （土） 1 2時 00分～ 19時 00分

3. 開催場所

・幹事会： 宮崎大学医学部第一会議室 2階 12:00～13:30 

・医学会： 同大学内 臨床講義室 10 5教室 13:30～19:00 

4. 医学会出席者 ( 1 2 : 0 0～12: 3 0) 

( 1 ）警防課警防係 消防士長内田好郁

( 2 ）消防課救急係（竹内 博 宣 赤 野 誠 治 黒 木 岳 海 富 永 麻 友 子 ）

5. 幹事会内容

O当番幹事 宮崎大学医学部

0出席幹事 2 6名（消防関係 3名を含む）

( 1 ）第40回宮崎救急医学会会長あいさつ

宮崎大学医学部 落合秀信会長のあいさつ

( 2 ）幹事推薦

宮医大 中村先生 県立宮崎 雨回先生 メテマイカルシティ 松山先生の幹事の推薦

が承認された。

( 3 ）第 16回日本救急医学会九州地方会開催報告

※添付別途

( 4 ）第 39回宮崎救急医学会開催報告

※添付別途

( 5 ）幹事の再任について

※添付別途

( 6 ）事務局移転について

宮崎大学医学部への移転が承認され次回の医学会にて規約の改正が提案される。

( 7 ）次回（ 4 1回）、救急医学会開催

。都農町 立 病 院 平 成 25年 2月 16日 場所宮崎医師会館を予定

( 8 ）次々回学会開催地について

。平成 25年夏開催 宮崎市近郊を予定 県立宮崎病院 雨田先生を推薦

( 9 ）年度会計報告

別紙添付資料のとおり

※承認済み



6. 第 40回救急医学会

． ‘ ．． 

( 1 ）開会の辞 第 40回宮崎救急医学会会長落合秀信先生よりあいさつ

( 2 ）演題発表 「プログラム参照j ( 1 3 : 0 5～1 8 : 5 6) 

( 3 ）パネルディスカッション ( 1 5 : 0 0～16: 2 0) 

「病院前診療（救護）の現状と質の向上に向けてJ

（座長） 富 田 医 院 富 田 雄 二 先 生

特別アドバイザ一 日本医科大学千葉北総病院益子邦洋先生

※添付別途

( 4）特別講演 ( 1 6 : 2 0～1 7 : 2 0) 

「プレホスピタルケアの高度化を目指して

ードクターへリと救急救命士業務拡大一

日本医科大学千葉北総病院 救急救命センター益子 邦洋 先生

（ 座 長 ） 宮 崎 大 学 医 学部附属病院救急救命センター落合秀信先生

8. 閉会（ 19:00)

所感）

消防第 2fill!救急第 2係 消防士長 竹内陣宣

今回、第 40回宮崎救急医学会へ出席しましたので所感を述べさせていただきます。

医学会の内容としては、プレホスピタルケア（病院前救護）、外傷症例、パネルディス

カッション、特別講演等、いろいろと参考になる内容でした。

特に、今回の医学会の内容のlli1hになっていたのが本年4月から運行が開始されたドクタ

ーへリ、また、宮崎県おけるプレホスピタルケアのありかたはどうあるべきかということ

であったと思われます。

ドクターへリの活用、またはドクターへリの活用できない夜間、悪天候時の搬送のあり

方やドクターへリの代替となる手段（ラピッドカ一等）などについても医師達の活発な質

疑応答がなされ、皆それぞれ宮崎県医療の向上を望んでいるのが伺えました。

パネルディスカッションでは 6名のパネラーが「病院前診療（救護）の現状と質の向上

に向けてJの題目で発表を行いましたが、中でも高千穂町役場総務課の馬原氏の「非常的

地区の救急、J、美郷町南郷診療所の青山医師の「非常備消防地区における病院前診療の現状

と質の向上に向けてj の発表については、宮崎において非常備の地区が多く存在し、病院

前救護もままならない状況にあることに鮫き、また、何とかしなくてはならない問題であ

ると多くの医師が声を挙げていました。

私達消防に於いても救急現場の処位、がI~送の向上に努め、研修等にも積極的に参加をし

ながら宮崎の医療実態の担保、また問題解消に向け関係機関との連携を深めてし、かなけれ

ばならないと改めて感じました。



最－後になりますが、厳しい勤務体制の中「宮崎救急医学会Jへ出席させて頂き感謝申し

上げますとともに、このような研修に多くの職員が参加できますよう今後ともお取り計ら

いをお願い申し上げます。

消防第 li深救急、第 l係

消防士長黒木岳海

今回宮崎県救急、医学会は病院で扱われた特異症例、プレホスピタル、パネルディスカッ

ション、ドクへリ関係等の発表があり、救急隊員としてもとても勉強になる話ばかりでし

た。

特に日本医科大学千葉北総病院の経子教授による特別講演の話では現在の千葉北総病

院の取組みが紹介されました。ドクターヘリの運！日できないH寺！日！？貯や怒天候H寺に代替手段として

うッピットeカーを導入したこと（運用時間に一部制限あり）、内閣府に対して 2008年から救急救

命士による特定行為処ii!!:拡大の特区中前を行い 2012年に実証研究の許可が下りるまでの

経緯の話、印旗地域＼IC協議会内で行われている救急救命士の確認訓練等が紹介され、決し

て現状に満足することなく問題点を洗い出し改善していこうと取組む医療機関、消防機関

等積極的な姿勢に大きな感銘を受けました。

プレホスt。タルの質を向上するために、医療機関との述悦の強化や、各積研修会の参加lや資格

取得など消防l隊員個人のスキル7'J7。そして消防機関のレヘeWッ7。が必要であると感じました。

今回厳しい勤務体制の中での研修会参加｜の機会をいただきありがとうございました。

消防第 2~救急、第 2 係

消防日1］ 士 長 赤 野 誠 治

宮崎大学医学部付属病院にて行われた第 40回宮崎県救急医学会に参加させていただき

ました。

通常、病院内での処rn・専門分野の淡足LJが多く病院前救護に閲する演題は少ないのです

が、 4月よりドクターへリによる救急医療サービスが宮崎県でも開始されたことに伴い、

今回はドクターへリ関連・病院前救護の演題が多く興味を引くものでありました。

また、パネルディスカッションに於し、ては「病院前診療（救護）の現状と質の向上に向

けて」と題して各地域・部署の消防l隙員、医nm、役湯職員らによる病院前救護の問題点や

その取り組みについての発表が行われ、活発な立見が出されました。それぞれ職稲は違え

ど宮l崎県の医療をどうにかしていこうという姿勢には賛同したしだいです。

特別講ち~に於いては日本医科大学千栄北総病院の益子教授による「プレホスピタルケア

の高度化を目指して－ドクターへリと救急救命士業務拡大－ Jと題した講演が行われ、よ

り速い医療の提供として「受身の救急Jではなく、これからは「攻めの救急Jとしてドク

ターへリの重要性を訴えていました。また、救急医療はH寺!Illとの戦いであり救急救命士業

務鉱大の目的は、救急救命士を医師iの代容手段として活用することということであった。

これらは地枝問との街接な述燃が必要不可欠であるが、同じ宮崎県内でも地域差があり医

療機関と消防機関が病院前救護の伎の向上へ共に取り組んでいるところもあれば、そうで

もない地域もある。こういった状況の中、千葉県と！日lじような取り組みを宮崎県下一斉に



業務拡大を行うということなどは難しい問題であるということがわかりました。しかし、

まずは自らが当事者意識を持ち、質の向上に向けた学習を行い、技術の向上を図る必要性

を改めて認識したころです。

最後に厳しい体制の中、医学会参加への機会をいただきありがとうございました。

消防第 1j~救急第 l 係

消防士市永麻友子

第 40回宮崎救急医学会に参加しました。プレホスピタルケア、外傷症例、パネ

ルディスカッション、特別講演等、とても勉強になる内容でした。

パネルディスカッションでは、「病院前診療（救護）の現状と質の向上に向けてJ

という演題で発表が行われました。その中で、宮崎県の消防非常備町村での救急

についての話を聞き、病院前診療の大きな役目を一般の役場職員が担っていると

いう状況に驚かされました。

日本医科大学千葉北総病院の益子教授の特別講演は、「プレホスピタルケアの高

度化を目指してードクターへリと救急救命士業務拡大－ J という演題でした口 ド

クターへリの運用できない夜間や悪天候時における代替手段としてのラピッドカ

ーへの期待が高まっている等、プレホスピタルケアの質を確保する新たな方策が

必要とされていることを強く感じました。また、 ドクターへリは究傾のチーム医

療という言葉で、消防と医療機関との連携、さらにバイスタンダーとなりうる住

民との連携が重要だと思いました。

プレホスピタルケアの質の向上に向けて、消防として現場処置、搬送の質の向

上に努めます。厳しい勤務体制の中、宮崎救急医学会へ出席させて頂きありがと

うございました。

警防課警防係主任内田好郁

第 40回救急医学会に参加させていただきました。プレホスピタルケア、パ

ネルディスカッション、特別講演とありましたが、全体的に 4月からのドクタ

ーへリ運航に伴いドクターへリ色が全面に出た医学会でした。

宮崎医科大学助教授の金丸医師、防災ヘリ隊長、非常備地区の医師、職員の

発表後、パネルディスカッションでは非常備地域の諸問題、医療の格差を感じ

ました。

千葉北総病院 救急救命センターの益子先生により、千葉北総病院における

ドクターへリの運航状況と今後の救急救命士の業務拡大ということで講演がさ

れました。すでに決定している救急救命士の業務拡大にともない、各救命士の

スキルアップが要求され、千葉北総病院では医師により救命士の評価が実技試

験によりなされ救命士の底上げがなされているとのことであった。

今後、救急救命士の業務拡大で CPAでない傷病者への処置拡大がなされます

が県立延岡病院、各関係機関と連携し取り組まなければならないと感じました。



¥{ 

書

救急、実務研修会

場

宮崎県消防長会

ギ i会（，~

平成 24年度

一川位
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1、研修名

復

一幹
詠
長

13

自次

弘長記

＼星~·：~－~）

9月 25日（火雌日）

講演 宮崎大学医学部附属病院

欽命救急、センター医局長 金丸

平成 24年

1 () : f) 0 

時－
 

一一－l
 

2、

勝弘医師

救急、科修了者 ~rr. 例研究発表

救急救命士事例研究発表

1 3 : 0 0 

小林市文化会館

上記会議（研修等）に出席し、たしましたので別紙のとおり復命いたします。

3、研修場所

様男文三星延岡市消防長

児玉貴光・4・白）
、司竺デ

係
一
名

1
一
氏

告仙’げへ
」
リ
ー

2 4年 9月 25日

消防第 1課

消防士長

属

名

平成

所

職

印 l甲斐拓馬

消防第 2課救急第 2係

消防副士長 氏名

属

名
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庁
1

仲
WH門

百
υ
m
m



a伺
4

可司，‘司
a
t－

－F ’
 

＼~；f ＇.＼：＿－，·~？·. 

．．． 』． 
‘ 
、

、’、、

、
、

．
 

．．
 
‘．
 －、、．、．‘．－ 

－
 

． 
－ 

・・”，，
 ．

 
．
 

．
 
．．
 ．．
 

－ur

・

：：・：~·· 1・ ;" > ・. ：：~ .' .：··~ .. ・・:. .、：L月1・；‘。｝，：：；・7・r'.¥ '". ;; : ._. :;_ ...・
、－－…ト ペ・← ー・ー・いよ：＿.,,r，・.，＿：パム1・ι／｝！＿！.・－.. ：：＿斗！っ：‘・， ＇.＼田よ ． 、－

t
 

，
 ．
 

．
 

． 

． ・．・．ー．－－ ．・．．ム．・一・ 1・“.・ ．．
 ‘‘

 

．
 

．．
 ．

 
，．
 ，．a

 ．
 

．
 

‘、－．．．． ．
 

，：・ a‘ E ’三 I ，、
・－． 

．
 ．
 

．
 
‘．
 

，‘
 

．
 

．
 

．
 
可，－

．
 

－
 ．．
 

、
l

，
J
、5
・

7 ・：；＜ i·；·~＼・’.／.：表 •：

－ e司・.－＇.・．’、・.＇・・・ ，，』。、〓a唯 一・． Uて’＂＇＇も； 1.，，・ 0

．
 

・1．
 ．
． 

a

－
 

a

－
 

e

・・・
．， 

0

．，， ．
 

－
－
－

o
 

Ee

，
 

．
 

．．． 

．
 

「
2

’
 

．．
 

巴

．
 

．
 ．
 

．
 

・．』， 

・’・‘．...’＿，・’・ 0‘．，
L、t，・ ・・

>·i~＇. < ..換（部十iD::・1.;:. 

、＂........ ，.＇；、｝，‘！、，＼＿：
'I : ・; •. ot.~ , ._ l :・11; .i.f l 

f、

島、

‘
 

．
 

．
 

，．
 －

A
J
 

L
E司

V

－
 

・・、．
－
一．
 

’t
 

．．
 

J

．‘r
 ．

 
．
 

l

．
 

，．
 

、． 

、

、
_,_, ” : f. ・；・・． '" . •, ・ 2 ・・ ..J• .・・-

． ． 

－ 

． 

,. 
白・ ~－ 

－ 

a、．， 

－－．－．． 
.・，‘ー．ー，, 一一 A ' • ‘ • 1.・・. ．一．一．．．一; ,_ . . .:‘!•I ! ．一

λ；f 
~・...

・＂＇ .. . .. ... ・・． ． ー
， ・白・ － . ・ a 回一． ・・．・ー ・a

． 
・ー.：－ ・・ふ‘、’.，紬.. ”・，’ー・ a・ ー． 

． 
1・． 

・，． ． 
、’
．
 

．
 
．
 

，
 

．．
 1，， 

白

－

－

 
J
a
e
J
 

i

‘．
 一－－

－・1
，
 

l
－
al 

－－‘ ？
 

．
 

．
 

，． 

ι
h

．、．．
． 

．．．
 

’
 ．
 

..・．' ... 
e’’ー‘・・・－ー 『・司令ー－

、、、

、

’．’ 
a ’ 

．
 

7
a‘
 

．
 

1
・．1
 

．，
 －

－
 

，・~

， τ ＂！.＼，I• 0.・.....；；‘ 1 『？ l •. .. _ ・4 ・て・！. L ．． ー.. - ' 
，， 

－ 

: ,, 

－ 

ぷ：：r・ ：＼＿－.＿｝~： ~~~t一 η~－－.·！弘三U<
Jオ；·：.~ . : .<l ・！・：；~－.：：~ ~ ;} ~~.~： 's: ；ト；L

、＇ -:;ii・－·－－~宇・．・

？ ． 

・・L・: ，．． ．－ .. 

‘ L I'. プ·.• ....・町i~ .,,,, p •• ，回h E’ 』
~ ；、i~~ ：~~：. (, .. _i~· . . ；~＇.h 七時γ：；司 i:_;t一 一一～．． 
7 ・；：：弓．；片：.··~＿... i:r・~ l. ・'i (-; 

ー－一一－・－－ －~. 

－・ー，’ ．‘ ． ．．・’. -.. 
目・ ‘一 － p・ー・ ー ・一 ' - - . ＿.ヘ． 今・ －・’戸’】

r
r
p
h一

日

‘ ． 

ー・－． 
、－

.::,. 凶白色白：;,: ＇；古1・.・・=・:; 1・哩盛山ムー；よ~~. 

・．・

． 

・..·'.··;·lilt:.;'：合・」＿：• －~：.：.：ー」ゐ附’哨噛臨..：•：：·：·~＼： ム民

l
l
i
h
 



消防長 次長 総務課長

⑧ ’~fi) 3生t汐
消防 消防第 l 消防第 2

署長 課長 課長

f雪F

復

1. 研修名

2. 年月日

3. 研修場所

総務係長 経理係長

＠ 
消防第 l 消防策 2 消防第 l 消防第 2

J~l~ 次長 J'l~ 次長 係長 係長

（宮） 命動らj

命

平成 24年度 第 18期救急科

平成 24年 10月 15日（月）から

平成 24年 12月 7日 （金）まで

宮崎県消防学校

救助第 l 救助第 2

係長 係長

③ ⑧ 

書

上 記研修に出席いたしましたので別紙のとおり復命いたします。

延岡市消防長 一 星 文 男 様一一

平成 24年 12月 19日

消防第 1課 消防第 1係

消防副士長 甲 斐 正 満

消防第 l課 南延岡出張所

消防士 安 田 誠

消防第 l課 消防第 1係

消防士 間1 見 翼

消防第 l課 消防第 1係

消防士 原 田 f久允

If 

救急第 l 救急第主

係長 係長

⑧ ⑮ 

俗、：きャ／

⑧ 

（霊）

⑧ 



消防第 l諜 消防第 l係

⑧ 消防士 相11 回 Y爪 祐

消防第 2課 消防第 2係

（審消防士 甲 斐 長 太

消 防 第 2－諜 救助第 2係

⑧ 消防士 高 木 成

消防第 2課 消防第 2係

消防士 岡 裕一郎

消 防 第 2課 消防第 2係

＠ 消防士 谷 ）｜｜ 太 ，ゴじゴJ、

消防第 2諜 消防第 2係

⑧ 消防士 柳 回 朗

消防第 2諜 消防第 2係

⑧ 消 防 士 土 チ｜ニ グ凶羽 裕

※ 添付資料として入校者名簿、日程表、修了証書（写）を添付します。



消防長 次長 総務課長

億） rc 。⑧
消防第 1

消防署長
消防第 2 消防第 1 消防第 2 救急第 1 救急、第 2

課長 説i長 i~I~ 次長 記長次長 係長 ｛系長

（彰
‘ー、

⑮ 
／イ？ぞ

⑬ / 、、‘、sい一士；・:,r・ ＠、

？夏 命 主主
巨ヨ

1 . 研修名 第 40回日本救急医学会総会・学術集会

2.年 月日 平日！と 241:1三11月 13日から平｝戎 24主ド 11月 15日まで（3日rm)

3. ム ιEl
3ス ~J 国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）

4. 出席者 1名

上記研修に参加しましたので別紙のとおり復命いたします。

延岡市消防長 三塁文男 様

平成 24年 11月 24 1:1 

所 属 消防第 2fill！救助第 2係 －－·~ 

l倣 名 消 防 士 長 堀 野 公 孝 （ ⑫ 主 ）

※研修等の内容及び関係資料を添付します。



2υ 

消防長 次長 署長 消防 1・2課長 消防 1・2a~n 次長 数急、 1・2係長

⑧ 1、4：主季計 t) ~ ⑧ 
戸、1

＠ ⑮ ~. -. 

L三： 、.._ F ’ 

復 命 書

1、｛研修名］ 救急救命九州研修所第 29期総合シミュレーション視察

2、｛日程］ 平成 25年 1月 11日（金） 9 : 0 0～ 1 6 : 0 0 

3、【研修場所］救急救命九州研修所（福岡県北九州市）

上記研修に出席いたしましたので別紙のとおり復命いたします。

~I判市消防長 一 星文男様

平成 2 5年 1月 19日

所属消防 第 2課救急、第 2係

職名 消防副士長 氏名 甲斐拓馬（ま）

※ 会議等の内容及び関係資料を添付します
54.4.,. 



， 
三）

消防長 ｜次 長 ｜総務烈長｜総務課｜消防箸長｜消防課長

－・h

， 

一⑧ f多｜客J

1 .研修名

2. 年月日

3. 会場

復 命
審防課

金
三主
Eヨ

第 41回 宮崎救急医学会及び幹事会

⑧ 

l ；~~~）七三~：＇
三γf色お
んC:..1¥ <7  .Gl 

平成 25年 2月 1 6日 （土曜日）

1 2 : 0 0～1 9 : 0 0 

幹事会：宮崎県医師会館 5議室 2

（宮崎市和知川原 1丁目 10 1) 

医学会：同会館 2階研修室および、研修室 2

上記医学会及び幹事会に出席いたしましたので別紙のとおり復命いたします。

延岡市消防長 三星文男 様

平成 24年 9月 24日（月）

消防第 2課 救急、第 2係 消防副士長 新名 7足I芸て ＠ 
消防第 1R果 救急第 2係 消防副士長 甲 斐 拓害｝
消防第 2~果 救急第 1係 消防国l士長 蓮 尾 宏 ⑧ 
消防第 1課 救急第 1係 消防士 奈 須 和運号
警防課 警防係 主任 内 回 好轡



~－ 

2'1-

消防長 次長 ｜総務課長｜ 総務課
山長｜恥州、｜消防部 1川 l'{::1. :fl I係長 ｜普防課

州則凍長

多）｜⑮ ⑧！？ ⑧竺~－·；~主命
復

1 ［研修名］

2 [ 1:111年］

3 ［研修均所］

命 書

第 17 IりiI l本救急医学会九州地方会

平成 25 '.j:'.. 5月 31 I] （金）

イr・ニンゲ看護れナー(7刈カの救急、・集中看護師・ 7ライトナースの役割）

平成 25年 6月 1 I] （土）

一般的組 Il演（CPA・心停止 ・Al 失神・術政加

胸部・llU部）

特別~，wriJr ＜救急医療の課題と展望）

一般泌MC11 演（感染・ショック・了レル：＼－ ~ -) 

シンホ。シーウム（地域の救急医療体i!JIJと防災体i!llJの課題）

市民会f1fi宗城大学ホール（熊本市）

上記会議（研修等）に山！市し、たしましたので別紙のとおり復命いたします。

延｜川市消防長 伊奈弘行様

ミ1r:J戊 25 "t三 6JJ 9日

所属消防第 1課救急第 1係

職名 消防士長 氏名 黒木岳海⑨

※ 会議等の内容及び関係資料を添付します



23 

警防課
消防長｜ 次長｜総務課長 l総削 I￥抑制課長｜課次長｜附

争 （お⑧ 町③護国1d⑭ ~®~ 
復 命 書

1 ［研修名］ 第 1 回宮11/~rMC L S際準コース

（多数傷病者への対応以準化トレーニングコース）

2 【日 H寺］ 平成 25 {j三6月 29 1:1 （土） 8 : 3 0～1 8 : 0 0 

3 ［研修場所］ 宮崎県立宮崎病院（宮崎市）

上記研修に出席し、たしましたので別紙のとおり復命いたします。

延｜詰l市消防長 伊 奈 弘 行 様

平成 2 5年 7月 9日

所属消防第 1課救急第 1係

職名 消防司令補 氏名 演松一郎命

※ 研修等の内容及び関係資料を添付・します

、』



、ー一 一－・:: ，句 ：~，；.－：· ... ＇：γ・2・・ r’ ーヶー ー．昼、， e ・＇.. P•p ー
.今 E 盲る』長 ・ ’ 

一一一一ゆい川一一

一川一⑧一

一
同
一
＼
守
〆
ぃ
一

日

ι一
位
．
一

日
7
k
m一刻

g
一

一

p
d－U一

戸
川
小
単
一

、
「

i
i
f
s
l
o
L
J
e！？一・

山一傘

ゆ
魚
謬
一
人
一
1

4
内
ν

d
－

A
H
V
K
～j

儀
対

Je

φ ．，？： ．． ペ、f吟鞠吟～2 '.' －ん；官子~.i一
τ --

鳴

三？命
・．3・4・0、．．’

ゐ性云
’・・・．

[8：さii1l.！·~ } 九・ …：：：せ1｝；~J 己.. I '_) J/11~lli ・:¥' t:~： I .r 1下

｛丈一：こ＼＇~、：．二 M→、J ,: ~n =1~~ ~·~11.:Jtj：；.代

、‘，．，
a・3・8

司，．5
 

．．
 ．
 
，，．
 a

‘1
・

，，，‘・
R

o・o；行 i_/・ 0 :: : F 4・

、－.. ． 
‘’ .. l ~t~W.L む）：：;. 

l ＇！！ど！ lδ ：i~·号~＇. :/d :・ 

("1 i'i＂引

1・i
l
 

e

－
 

－
 

＼引： i；’夕、：..・:,:l.i;：、 l:rl.＂：＇.，’什、 L ・.； jλ0・！．・’－l.＇.‘・！：よ： A.i!., i. _; 
! __ ，・，’ J lf;: }: I ＇－‘’ b・．、.・＇.f：・：.1. ~· t ,_. .-I . .Jご：.・ . .! .‘.. 11:1,;_;1・I －~，•』 I ＇.＇・．ん．．

三1；，＇.~； (1~ rh [・:;1i :"f；日，"t.J γそ I; j ：－：~；. {!¥ 
~）＿！.：＿I _____ 1_1 吋ーニ二えー.：...~！三二一＿＿.：土上

)ii・1・

l

i
－
 

－J

－：’ 

－E
’h

十

．．
 
，
 

1

i

 

h

－
－
－

J
－
 

a

－

－

－

 

法

BtLrn}ttl::J1LI；主主！出
ti..:)l ~一：2：全」？；＂三；！：：：し｝

j•:t -;-・ 1-l H 

A 吉弘l

t史iJ －~；三－；三！日；7
－．  

... , ． -1-. .:. I ; 九・ソ ， ・z i’，， -,.' • ._;¥!Hi・4、－~： : ; ・：：， '・ 之＇；•＇ . .；.・1． 
i, ;: ... J ~－；：：日｝．．？・＼ f ; " ；.~－：， ~ .. , 1. ,;, .i ~·~ふ寸.I l': 、・＂¥・. ＇＜.！~ !'J 

..... ャム孟E九主主.....：，；.，記~－·＿：.：＜出釦一面岨睡孟.ιι

／；ず~；： :・: 
ペ＿：－·.~~／－、，・．．、

・－ L ε幽曲品由.....

r·~~－r ,¥ 

べおじ；，

占...._ 


